
　全農では、青果物用の出荷容器包装資材の品質管理機
能を向上させるため、資材にどのような物質が含まれて
いるか元素レベルで測定できる蛍光Ｘ線分析装置を平成
28年に導入した。この装置は、資材のサンプルにＸ線を
照射しその原子から
反射して発生する蛍
光Ｘ線を測定できる。
蛍光Ｘ線は各元素特
有の波長を持ち、こ
れを調べることで定
性分析と定量分析が
できる。

炭酸カルシウム濃度と原反引張強さとの相関を調査

　フレキシブルコンテナの布地（原反）に含まれる炭酸
カルシウム濃度を推定し、原反引張強さとの相関を調査
した。フレキシブルコンテナ胴部分の原反には、ポリプ
ロピレン製のヤーン（糸）を織り込んだ織布が使用され、
ヤーンの固さや製織時の織り込みやすさを調整するため、
炭酸カルシウムが使用されている。製品により、この濃
度は約１～10％近くとバラツキがあり、濃度による引張
強さへの影響を調べるための試験を行った。
試験方法
　関東圏内のホームセンターから収集したフレキシブル
コンテナ11点について調査した（各サンプル１袋を使用）。

①各サンプル１
袋からランダム
に５ヵ所選び、
１インチ当たり
の縦糸と横糸の
本数を数え平均
値を求めた。
②250㎜×200㎜
の原反１枚を切
り出し、重量を測
定して坪量（１
㎡当たり重量）
を換算した。
③原反を切り出

し、炭酸カルシウム含量を蛍光Ｘ線分析装置で測定した。
④日本工業規格JIS Z 1651縦・横方向から、幅50㎜、長
さ300㎜の試験片を３枚ずつ採取し、引張強さ200㎜ /分
で試験片が破断するまで引張り、破断時の荷重を測定し、
縦、横３枚の試験片の平均値を求めた。
試験結果
　フレキシブルコンテナの坪量が高くなると引張強さも
高くなり、坪量と引張強さには相関が高いことがわかっ
た（図－１）。
　また、炭酸カルシウム濃度が高くなるにつれ引張強さ
がやや低く推移する傾向がみられた（図－２）。なお、食
品に使用されているフレキシブルコンテナ（赤線で囲っ
た４点）については高い相関を示した。

★
　今後も引き続き、フレキシブルコンテナの原反引張強
さや坪量、炭酸カルシウム濃度の試験点数を増やし、デ
ータの蓄積・解析を行いながら迅速・簡易に測定できる
品質管理の一手法として検討する。
 【全農　営農・技術センター　生産資材研究室】

インフォメーション

蛍光Ｘ線分析装置を用いて
フレキシブルコンテナの原反引張強さを確認
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図－２　引張強さ（縦）と炭酸カルシウム濃度の相関
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図－１　引張強さ（縦）とフレキシブルコンテナ原反坪量の相関

▲フレキシブルコンテナの原反引張試験

▲蛍光Ｘ線分析装置
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